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奥岳（高標高）地域におけるヤクシカ関連の調査結果と現状等 

項目 ヤクシカ生息密度、植生への影響、捕獲の現状 

植生・絶滅危惧種

への影響 

・ 花之江河、小花之江河では、ホシクサ類の減少・小型化が起きている(森林生態系モニタ

リング)。 

・ 高塚山では、下層植生の種数が減少している。また、平石から焼野三叉路周辺にかけて

、ヤクシマダケの食害が見られるようになってきた(植生垂直分布)。 

ヤクシカの生息密

度の現状 

低密度である。 

小高塚山（59.2頭/ｋｍ2）、鹿之沢小屋（55.5頭/km2）、淀川登山道（42.7頭/ｋｍ2）。 

矢原プロジェクト調査時(1994～95年)よりも増えている可能性がある。 

平成22年度の捕獲

実績 

捕獲実績はない。 
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奥岳地域の特徴 

・調査地域は標高 1200ｍ（大王杉）～標高 1900ｍ（宮之浦岳）。 

・冬期の積雪により湿潤環境が保たれ、スギの生育適地となっていてヤクスギの大径木

が多い。 
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